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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

10
月
15
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

定
員　

60
人

会
費　

会
員
千
円
（
会
員
本
人
限
定
）　
　
　

※
『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
２
０

１
３
年
８
月
版
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

増
え
る
内
部
告
発
、
患
者
通
報
へ
の
対
応

個
別
指
導
対
策
講
習
会
（
会
員
本
人
限
定
）

日
時　

10
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場　

 

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
８
階
会
議
室
（
保
険
医
ま
つ

り
会
場
）　
　

定
員　

１
５
０
人

講
師　

 

井
上
誠
氏
（
新
潟
大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科

摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

摂
食
嚥
下
障
害
に
関
わ
る
歯
科
医
の
役
割

特
別
生
涯
研
修

日
時　

10
月
29
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

野
上
孝
子
氏
（
山
崎
豊
子
氏
元
秘
書
）、

　
　
　

田
中
光
子
氏
（
㈱
文
藝
春
秋
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

山
崎
豊
子
先
生
の
素
顔

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

日
時　

10
月
７
日
（
金
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

明
石
久
美
氏
（
明
石
シ
ニ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代

表
）

会
費　

 

会
員
無
料
（
当
協
会
会
員
、
会
員
院
所
家
族
・
従
業

員
限
定
）

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
書
き
方
〜
知
っ
て
お
き
た

い
周
辺
知
識
と
注
意
点

医
科
・
歯
科
共
済
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

 

10
月
15
日
（
土
）・
22
日
（
土
）・
29
日
（
土
）
午
後

３
時
〜
５
時

会
場　

京
橋
・
弥
生
カ
レ
ッ
ジ
Ｃ
Ｍ
Ｃ
２
１
０
号
室

講
師　

柄
溝
宗
生
氏
（
税
理
士
）　
　

定
員　

15
人

会
費　

全
３
回
１
万
５
千
円
（
会
員
・
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
）

パ
ソ
コ
ン
記
帳
（
弥
生
会
計
）
講
習
会
―
個
人
歯
科

医
院
対
象
・
簿
記
の
基
礎
知
識
か
ら
決
算
書
ま
で

簿
記
の
基
礎
知
識
・
パ
ソ
コ
ン
記
帳
講
習
会
（
全
３
回
シ
リ
ー
ズ
）

日
時　

10
月
22
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
２
階
・
第
１
会
議
室

講
師　

豊
田
裕
章
氏
（
大
阪
市
浪
速
区
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

30
人

「
歯
科
か
ら
の
食
育
」
の
考
え
方
・
伝
え
方
に
つ
い

て
―
歯
と
体
を
守
る
飲
み
方
・
食
べ
方
に
つ
い
て
の

最
新
情
報

大
阪
市
南
部
地
区
講
習
会

287

書
店
の
イ
メ
ー
ジ
を
超
変
革
す
る

梅
田
・
蔦
屋
書
店

梅
田
・
蔦
屋
書
店

　

ジ
ュ
ン
ク
堂
や
紀
伊
国
屋

な
ど
大
型
書
店
が
ひ
し
め
く

中
、
昨
年
春
、
大
阪
駅
に
接

す
る
「
ル
ク
ア
イ
ー
レ
」
の

９
階
に
全
フ
ロ
ア
を
占
め
る

「
蔦
屋
書
店
」
が
オ
ー
プ
ン

し
た
。
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
で

全
国
展
開
し
て
い
る
Ｔ
Ｓ
Ｕ

Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
の
持
株
会
社
の
カ

ル
チ
ュ
ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
・
ク
ラ
ブ
が
「
新
し
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
出
店
。
何
で

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
時

代
に
対
応
し
た
新
し
い
業
務

ど
も
店
頭
に
並
べ
ら
れ
て
い

る
が
、
蔦
屋
書
店
の
サ
ー
ビ

ス
は
こ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
な

い
。
モ
バ
イ
ル
の
関
連
ア
ク

セ
サ
リ
ー
か
ら
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ

の
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ

ー
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
情

ー
ン
も
売
っ
て
い
た
。
豊
富

な
メ
ニ
ュ
ー
の
カ
フ
ェ
も
併

設
さ
れ
て
お
り
、
周
囲
は
ガ

ー
デ
ン
・
ラ
ウ
ン
ジ
で
本
を

広
げ
て
寛
ぐ
だ
け
で
な
く
居

眠
り
し
て
い
る
客
も
い
る
。

売
れ
筋
の
新
刊
書
は
目
立
つ

場
所
に
あ
る
が
、
本
の
ジ
ャ

ン
ル
分
け
や
配
置
も
ユ
ニ
ー

ク
で
慣
れ
る
ま
で
に
は
分
か

い
。

　

〝
蔦
屋
〞
と
い
う
屋
号
は

江
戸
時
代
の
浮
世
絵
の
版
画

製
作
に
際
し
て
、
絵
師
や
彫

師
や
刷
師
な
ど
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
や
職
人
た
ち
を
ま
と
め

て
、
作
品
の
製
作
か
ら
販
売

流
通
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
作
り

を
担
当
し
た
元
締
め
の
屋
号

か
ら
取
ら
れ
て
い
る
。
現
代

の
〝
蔦
屋
〞
に
な
る
と
い

う
創
業
者
の
意
思
が
込
め

ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と

展
開
で
あ
る
。

　

従
来
の
大
型
書
店
で
も
、

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
サ
ー
ビ

ス
だ
け
で
な
く
事
務
用
品
な

報
関
連
か
ら
は
み
出
し
て
鞄

や
服
か
ら
ネ
イ
ル
な
ど
の
美

容
か
ら
、
果
て
は
靴
磨
き
ま

で
あ
る
。
あ
る
時
に
は
ド
ロ

り
に
く
い
。

　

そ
の
多
様
性
は
紙
面
で
は

紹
介
し
き
れ
な
い
の
で
、
足

を
運
ん
で
も
ら
う
し
か
な

だ
。

　

蔦
屋
書
店
と
い
う
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
創
業
当
時

か
ら
の
一
貫
し
た
企
業
理
念

を
体
現
し
た
も
の
な
の
だ
ろ

う
。

 

（
新
聞
部
・
篠
部
正
夫
）

歯科医院の売買ならさくらハウスへ

　　　　　　　　　　　　　大阪府知事免許（05）043403号　担当：平石
大阪市城東区東中浜1‒12‒15　℡   06-6170‒8880　℻ 06-6170-8980
㈲さくらハウス

売買物件募集中

ただいま売り物件が非常に不足しております。内装付き歯科医院を
探されている先生方から多数問い合わせがございますので、売却予
定がございましたら是非当社にお任せ頂けるよう御願いします

売却物件募集

土地建物付（枚方方面）
3000万円
土地55坪　２Ｆ住居
チェア３台

の
治
療
の
た
め
に
多
く
の
薬

剤
が
処
方
さ
れ
、
さ
ら
に
女

性
で
は
閉
経
と
と
も
に
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
の
分
泌
が
低
下
す

る
。
高
齢
者
の
口
腔
乾
燥
や

味
覚
異
常
な
ど
の
症
状
は
こ

れ
ら
が
要
因
と
な
っ
て
発
現

し
て
い
る
。

　

歯
科
医
療
が
健
康
長
寿
を

目
的
と
し
た
超
高
齢
者
を
対

象
と
す
る
医
療
に
変
化
す
る

今
、
口
腔
乾
燥
や
味
覚
異
常

へ
の
対
応
は
地
域
医
療
の
中

で
歯
科
医
師
が
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
病
状
で
あ

る
。
今
回
は
こ
れ
ら
の
病
態

と
診
断
の
流
れ
、
チ
ェ
ア
ー

サ
イ
ド
で
で
き
る
対
応
に
つ

い
て
講
演
す
る
予
定
で
あ

る
。

と
変
わ
り
ま
し
た
。
治
療
費

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
る

と
、
本
当
に
心
が
痛
み
ま

す
。

　

年
金
で
生
活
す
る
高
齢
者

の
方
々
は
、
生
活
だ
け
で
精

一
杯
で
、
治
療
費
を
捻
出
す

る
こ
と
が
と
て
も
た
い
へ
ん

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
年
を

重
ね
る
に
つ
れ
て
病
院
に
か

か
る
頻
度
は
増
え
る
の
に
治

療
費
を
心
配
し
て
受
診
を
我

慢
し
て
し
ま
い
、
そ
の
結

果
、
治
療
回
数
も
費
用
も
増

え
て
し
ま
う
悪
循
環
に
陥
っ

て
い
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
窓
口
負
担
〝
ゼ

ロ
〞
が
理
想
だ
と
思
い
ま
す

が
、
せ
め
て
昔
の
よ
う
に
月

千
円
に
な
れ
ば
、
ま
た
高
齢

者
も
元
気
に
な
り
、
孤
独
死

と
い
う
悲
し
い
こ
と
も
減
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

（
大
東
市
・
受
付
ス
タ
ッ
フ
）

ま
す
。

　

そ
の
昔
、
窓
口
負
担
が
月

千
円
程
度
だ
っ
た
時
期
が
あ

り
ま
し
た
。
当
時
は
高
齢
の

患
者
さ
ん
は
今
よ
り
も
い
き

い
き
と
し
て
い
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
同
士

で
楽
し
く
会
話
さ
れ
て
い

て
、
待
合
室
は
い
つ
も
笑
い

が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
窓
口
負
担
が
増
額
さ

れ
て
か
ら
、
以
前
の
よ
う
に

気
持
ち
が
元
気
な
お
年
寄
り

が
減
っ
て
き
た
な
と
思
い
ま

す
。

　

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
受

付
で
聞
か
れ
る
内
容
も
随
分

　

先
日
、
当
院
に
通
院
さ
れ

て
い
た
患
者
さ
ん
が
孤
独
死

さ
れ
た
と
警
察
か
ら
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。
20
年
に
及
ぶ

長
い
勤
務
経
験
の
中
で
も
初

め
て
の
事
で
、
大
変
な
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
テ
レ

ビ
等
で
は
、
よ
く
耳
に
し
て

い
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
こ
ん

な
身
近
で
起
こ
る
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

患
者
さ
ん
は
生
前
、
常

々
、
治
療
費
の
こ
と
を
気
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
方

だ
け
で
な
く
通
院
中
の
高
齢

者
の
方
々
は
そ
の
不
安
を
持

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

　

生
理
的
な
加
齢
変
化
の
一

つ
に
唾
液
腺
の
萎
縮
、
免
疫

機
能
の
低
下
が
あ
る
。
ま

た
、
高
齢
者
は
様
々
な
疾
患

日
時　

10
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

申
し
込
み　

協
会
事
務
局
（
06
―
６
５
６
８
―
７
７
３
１
）

10月度生涯研修

高齢者に多い口腔乾燥と味覚異常
片倉　朗（東京歯科大学口腔病態外科学講座教授）

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

理
想
は
窓
口
負
担
ゼ
ロ

書
籍
コ
ー
ナ
ー
に
併
設
さ
れ
た
カ
フ
ェ
。
書
店
と
は
思
え
な
い

お
洒
落
な
空
間
が
広
が
っ
て
い
る
＝
８
月
、
大
阪
市
内　
　
　

歯
科
医
院
譲
渡

【
住
所
】
豊
中
市
南
部
庄
内

地
区

【
最
寄
駅
】
阪
急
宝
塚
線

「
庄
内
」
駅

【
金
額
】
無
償
譲
渡
（
オ
ー

ナ
ー
別
・
家
賃
12
万
円
／
月
）

【
設
備
等
】
チ
ェ
ア
３
台
、

デ
ン
タ
ル

【
そ
の
他
】
往
診
の
拠
点
に

最
適
。
年
齢
に
よ
る
引
退
の

た
め
、
居
抜
き
物
件
と
し
て

そ
の
ま
ま
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

【
連
絡
先
】
岸
岡
（
０
９
０

―
９
６
２
３
―
５
０
１
４
）

　

協
会
の
「
ス
ト
ッ
プ
窓
口
負
担
増
計
画
」
署
名
に
ス

タ
ッ
フ
か
ら
も
共
感
が
広
が
っ
て
い
る
。
会
員
院
所

（
大
東
市
）
の
受
付
の
寄
稿
を
紹
介
す
る
。


